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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 「実用介護辞典」購入案内のパンフレットが回覧されてきています。希望者は添付してある用紙に氏名を記入して下さい。（東病棟は9/10までの回覧となります）

· 9/10貯水槽点検の為、東Ｂ女性トイレしか使用できなくなります。各ユニットトイレには水をバケツに用意します。（9:30～12:00の予定です）

· テンキ－オ－トロック導入に当たっての説明と実践（庶務室　大釜主任）

1 自己の社員番号（5行）

2 セットボタン　①

3 年月（4行）*月日は月毎に変更。

4 セットボタン　②

*入力を間違えたときは、最初から入力しなおしとなる。

　　*10月からの導入予定としている。

　テンキ－オ－トロックは月曜日の午前中に取りに来ます。

今日不在のスタッフには本日説明を受けたスタッフが説明をし、全員が実践できるようにして下さい。（実際にやってみる事が必要）

Ｂスタッフオフィスのスチ－ル棚においています。

＜患者様の連絡事項＞

· 疥癬疑いの患者様について(水梨孝純様・中沢匠様・中野英男様)

昨日の皮膚科診察で念のためにと一週間処置継続となっています。

水梨孝純様→毎日の六一〇ハツプ浴と軟膏処置1回/2日

中沢匠様・中野英男様→軟膏処置1回/2日

布団干しは3名毎日実施

・バルサン実施予定日時

　9/10（土）東Ｃユニット

　9/11（日）東Ａユニット

　注意:施行前は、庶務室・南病棟・北病棟への連絡を忘れずにしましょう。終了後も連絡しましょう。

<隔離室入室患者様について>

畑中成夫様→昨日、調子についてモヤモヤすると話されたり、退室時、他者の部屋を眺め誰も居

ないのに「あの人、気になるんです」といわれる事があり、誰も居ない事を話すと

「居ましたよ」と話されている。又、昼食を食べた事を忘れている発言や衣類を前

後逆に着用している事がみられ、促しできちんと着用できている。20分程退室され

突発的な行動は見られていない。

　　　　　　　　　↓

　　　　　　短時間でも安定した状態でほぼ毎日退室できていることを評価し本人に伝え、スタ

ッフ側も協力体制をとりながら毎日の退室時間を促し、増やしていきましょう。短

時間でも毎日の積み重ねが大事になります。又、本人の興味のある話をしたりと、

話題の提供もし、話している表情や行動など、些細な事も見逃さず観察しましょう。

水梨孝純様→その時の状態にもよりますが、介入時に興奮したり掴みかかろうとする行為は見ら

れています。特に、入浴の際は拒否が強いようです。室内では、床をいざって移動

していたり、出窓に腰を掛けている姿が見られる事もあります。

　　　　　　　　　　↓

事故防止のためにも出窓に腰を掛けている時は床に移動の促しをしましょう。昨日

の皮膚科診察で念のためにと一週間処置継続となっています。毎日の六一〇ハツプ

浴と軟膏処置1回/2日　毎日の布団干しの実施は継続です。失禁見られたときは、

そのままにせず、すぐ更衣や寝具を交換し清潔に心掛けましょう。

<要観察患者様について>

長根矢一様　現状)食事は自力から半介助で摂取。拒薬はない。入浴は全介助。睡眠の不安定さ見

られていたが、ここ2～3日は入眠困難はあるが5時頃まで休む事ができている。

排泄は、トイレ促しで出来たり、オムツ内への失禁・放尿が見られる。スタッ

フ介入時は粗暴行為はみられない。他室侵入やドアノブいじりが見られる。

　　　　　　問題点)食事:セッティングし席に促す。時間要する為、見守り必要。又、必要に応

じての介助。

排泄:放尿はトイレが分からずされてしまう事も考えられる為、時間を決め

てトイレ誘導をし、排泄パタ－ンを把握する。

睡眠の不安定さ:日中一緒に散歩をしたりと身体を動かす。

他室侵入・ドアノブいじり:本人が理解されなくても説明し自室へやホ－ル

へ誘導する。

清潔:衣類の着脱以外は全介助を要する。それでも見守りは必要。

　　　　　　　精神症状・身体症状に留意しながら、日常生活面での適切なケアをしていき

ましょう。













